
No. 指定など 資料名 員数 作成年月日 所蔵

1 重要文化財 木造上杉重房坐像 一躯 鎌倉時代後期（１３世紀） 明月院・鎌倉国宝館寄託

2 重要文化財 上杉清子消息（安国寺文書） 一通 康永元年（１３４２）8月13日 安国寺・綾部市資料館寄託

3 重要文化財 上杉朝定遵行状（安国寺文書） 一通 康永元年（１３４２）12月２3日 安国寺・綾部市資料館寄託

4 重要文化財 源行朝打渡状（安国寺文書） 一通 康永2年（１３４３）3月11日 安国寺・綾部市資料館寄託

5 大橋宗長請取状（泉涌寺文書） 一通 文亀元年（１５０１）12月13日 泉涌寺

6 国宝 大館常興書状（上杉家文書） 一通 （享禄３年・１５３０）12月2日 米沢市上杉博物館

7 足利義晴像紙形 一枚 室町時代（16世紀） 京都市立芸術大学芸術資料館

8 旗「紺地日の丸」 一旒 江戸時代 個人蔵

9 国宝 後奈良天皇綸旨（上杉家文書） 一通 天文4年（１５３５）６月13日 米沢市上杉博物館

10 国宝 柳原資定書状（上杉家文書） 一通 （天文4年・１５３５）６月14日 米沢市上杉博物館

11 国宝 神余昌綱越後国役注文（上杉家文書） 一通 永正７年（１５１０）１１月１０日 米沢市上杉博物館

12 国宝 神余昌綱書状（上杉家文書） 一通 （享禄３年・１５３０）11月25日 米沢市上杉博物館

13 重要文化財 「実隆公記」巻80 一巻 永正2年（１５０５）7月22日条 東京大学史料編纂所

14 重要文化財 「実隆公記」巻110 一巻 永正7年（１５１０）11月23日条 東京大学史料編纂所

15 三条西実隆像紙形 一枚 文亀元年（1501）10月4日 東京大学史料編纂所

16 上杉謙信像 一幅 賛：１９１２年 米沢市上杉博物館

17 国宝 足利義輝御内書（上杉家文書） 一通 （天文19年・１５５０）2月28日 米沢市上杉博物館

18 国宝 大覚寺義俊書状（上杉家文書） 一通 （天文19年・１５５０）2月28日 米沢市上杉博物館

19 国宝 朝倉宗滴書状（上杉家文書） 一通 （天文21年・１５５２）6月24日 米沢市上杉博物館

20 重要文化財 三好長慶像 一幅 永禄9年（1566） 聚光院・京都国立博物館寄託

21 国宝 後奈良天皇綸旨（上杉家文書） 一通 （天文22年・１５５３） 米沢市上杉博物館

22 短剣 無銘（号　豊後瓜実）　　附　黒漆合口拵 一口 鎌倉時代 上杉神社

23 「言継卿記」巻24 一冊 永禄2年（１５５９）４月24日条 東京大学史料編纂所

24 太刀 銘 国綱 一口 鎌倉時代（13世紀） 米沢市上杉博物館

25 足利義輝像紙形 一枚 室町時代（16世紀） 京都市立芸術大学芸術資料館

26 国宝 足利義輝御内書（上杉家文書） 一通 （永禄2年・１５５９）6月１２日 米沢市上杉博物館

27 国宝 足利義輝御内書（上杉家文書） 一通 （永禄２年・１５５９）６月２６日 米沢市上杉博物館

28 国宝 大館晴光副状（上杉家文書） 一通 （永禄２年・１５５９）６月２６日 米沢市上杉博物館

29 正親町天皇像 一幅 １６世紀末～17世紀初頭 泉涌寺

30 国宝 広橋国光書状（上杉家文書） 一通 （永禄２年（１５５９）　４・５月頃カ） 米沢市上杉博物館

31 国宝 近衛前久血書起請文（上杉家文書） 一通 永禄2年（１５５９）６月吉日 米沢市上杉博物館

32 国宝 近衛前久書状（上杉家文書） 一通 （永禄２年（１５５９）　６・７月頃） 米沢市上杉博物館

33 国宝 近衛前久書状（上杉家文書） 一通 （永禄２年（１５５９）　６・７月頃） 米沢市上杉博物館

34 国宝 上杉本洛中洛外図屏風 六曲一双 永禄8年（1565） 米沢市上杉博物館

35 国宝 朝倉景連・山崎吉家連署状（上杉家文書） 一通 （永禄8年・１５６５）6月16日 米沢市上杉博物館

36 三好義継像紙形 一枚 天正元年（１５７３）11月１６日 京都市立芸術大学芸術資料館

37 安見宗房書状（「歴代古案」巻１） 一通（一冊） （永禄8年・１５６５）6月24日条 米沢市上杉博物館

38 国宝 足利義昭書状（上杉家文書） 一通 （永禄８年・１５６５）8月５日 米沢市上杉博物館

39 国宝 大覚寺義俊副状（上杉家文書） 一通 （永禄８年・１５６５）8月５日 米沢市上杉博物館

40 六角承禎書状（「歴代古案」巻３） 一通（一冊） （永禄８年・１５６５）１２月2日条 米沢市上杉博物館

41 国宝 上杉謙信願文（上杉家文書） 一通 永禄９年（１５６６）５月９日 米沢市上杉博物館

42 国宝 武田信景書状（上杉家文書） 一通 （永禄１０年・１５６７）8月19日 米沢市上杉博物館

43 国宝 織田信長書状（上杉家文書） 一通 （元亀２年・１５７１）3月２0日 米沢市上杉博物館

44 織田信長画像（帝室博物館（模本）） 一幅 明治～昭和時代（２０世紀） 東京大学史料編纂所模写

45 山形県指定文化財 素懸熏韋威腹巻 一領 室町時代（１６世紀） 上杉神社

特別展「戦国京都と上杉家」　　　展示資料リスト（前期）

プロローグ　上杉家のルーツ

1、京都へのまなざし

⑴京都外交への手立て

⑵京都外交の構造～在京雑掌神余氏～

※前期：２０２２年４月１６日（土）～５月１５日（日）／後期：５月２１日（土）～６月１９日（日）

⑶公家との交流

2、謙信の上洛

⑴上洛への布石と大義名分

⑵初めての上洛

⑶二度目の上洛

エピローグ　信長と謙信

⑷近衛前久と上杉謙信

3、理想の京都へ

⑴波瀾の京都～永禄の政変～

⑵幕府再興への期待と謙信



<展覧会関連事業のお知らせ＞

◇講演会「上杉謙信をはじめとする戦国大名は、なぜ足利将軍と交流しつづけたのか」
　　・山田　康弘　　氏（法政大学・早稲田大学非常勤講師）　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加無料
　　・６月４日（土）１４：００～　伝国の杜２階大会議室にて、先着８０名（予定）／事前申込制　５月９日（月）９時～受付開始

◇図録「戦国京都と上杉家」　ミュージアムショップにて販売中
　　・A4版、１２０ページ、本展覧会の展示資料８４点の写真や解説のほか、史跡案内などのコラム記事も掲載しています。　　１冊1,870円（税込み）
　　・講演者 山田康弘氏による寄稿「上杉謙信をはじめとする戦国大名は、なぜ足利将軍と交流しつづけたのか」も収録。
　　　展示内容をよりお楽しみいただける一冊となっています。

＊そのほか、ギャラリートーク（展示解説）やナイトツアー（募集制）も企画しています。詳しくは本展覧会チラシ、ポスターをご覧ください。


